
国 立 大 学 法 人 京 都 大 学 総 長 学 内 意 向 投 票 実 施 細 則 新 旧 対 照 表 

改 正 前 改 正 後 

国立大学法人京都大学総長学内意向投票実施細則 

 

第１条 この細則は、国立大学法人京都大学総長選考

規程（平成１６年５月１９日総長選考会議決定。以

下「規程」という。）第１４条の規定に基づき、学

内意向投票の実施に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

第２条 この細則において「部局」とは、別表第１に

掲げるものをいう。 

２ この細則において、理事は、本部の事務組織に属

するものとして取り扱うものとする。 

３ 規程第６条第１項第２号に定める「専門員相当職

以上の者」とは、別表第２に掲げる職にある者とす

る。 

第３条 規程第７条第１項の通告（以下「投票通告」

という。）は、第一次総長候補者の名簿その他投票

に関し必要な事項を記載した文書を添えて行う。 

第４条 （略） 

第５条 投票は、部局ごとに、当該部局の長（本部の

事務組織にあっては総務部長。以下同じ。）が定め

る投票所において行う。ただし、必要があるときは、

二以上の部局が合同して、当該関係部局の長が協議

して定める共同の投票所で行うことができる。 

２ 規程第８条第３項に定める投票管理者は、当該投

票所を置く部局の長（部局の長が、第一次総長候補

者である場合は、当該部局の長が指名する者）をも

って充てる。ただし、前項ただし書の場合にあって

は、当該関係部局の長又はその指名する者のうちか

らその協議により定める者をもって充てる。 

 （中 略） 

第８条 投票は、指定された期日及び時間内に行うも

のとする。 

２ 投票用紙は、投票管理者を経て、投票所において

交付する。 

３ 投票用紙の交付を受けようとする者は、職員証を

提示し、投票用紙交付簿に署名しなければならな

い。 

第９条 投票所における投票が終了したときは、投票

管理者は、投票送達書を添えて、速やかに、当該投

票を規程第９条第２項に定める開票管理者に送達

しなければならない。 

２ 開票管理者は、総長（総長が、第一次総長候補者

である場合は、総長が指名する者）をもって充てる。

３ 開票管理者は、第１項による投票の送達を受けた

ときは、投票の数を確認のうえ、投票受領書を交付

するものとする。 

第１０条 開票は、遅滞なく、本学所在地に設ける開

票所において、開票立会人（規程第９条第３項に定

める開票に立ち会う評議員をいう。以下同じ。）の

立会いのもとに、全投票を混同して行う。 

国立大学法人京都大学総長選考意向投票実施細則 

 

第１条 この細則は、国立大学法人京都大学総長選考

意向調査規程（平成２６年４月２３日総長選考会議

決定。以下「規程」という。）第９条の規定に基づ

き、意向投票の実施に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

第２条 （同 左） 

 

２ この細則において、理事は、事務本部に属するも

のとして取り扱うものとする。 

３ 規程第３条第１項第２号に定める「課長補佐相当

職以上の者」とは、別表第２に掲げる職にある者と

する。 

第３条 規程第４条第１項の通告（以下「投票通告」

という。）は、第一次総長候補者の名簿その他投票

に関し必要な事項を記載した文書を添えて行う。 

第４条 （同 左） 

第５条 投票は、部局ごとに、当該部局の長（事務本

部にあっては総務部長。以下同じ。）が定める投票

所において行う。ただし、必要があるときは、二以

上の部局が合同して、当該関係部局の長が協議して

定める共同の投票所で行うことができる。 

２ 規程第５条第２項に定める投票管理者は、当該投

票所を置く部局の長（部局の長が、第一次総長候補

者である場合は、当該部局の長が指名する者）をも

って充てる。ただし、前項ただし書の場合にあって

は、当該関係部局の長又はその指名する者のうちか

らその協議により定める者をもって充てる。 

 

第８条 

 

２ 

 

３ 投票用紙の交付を受けようとする者は、職員証

又は認証ＩＣカードを提示し、投票用紙交付簿に

署名しなければならない。 

第９条 投票所における投票が終了したときは、投票

管理者は、投票送達書を添えて、速やかに、当該投

票を規程第６条第２項に定める開票管理者に送達

しなければならない。 

２  

 

３  

 

 

第１０条 開票は、遅滞なく、本学所在地に設ける開

票所において、開票立会人（規程第６条第３項に定

める開票に立ち会う評議員をいう。以下同じ。）の

立会いのもとに、全投票を混同して行う。 

（同 左） 

（同 左） 



改 正 前 改 正 後 

 （中 略） 

第１６条 学内意向投票の実施に関する事務は、別段

の定めのある場合を除くほか、教育研究評議会の管

理のもとに、総務部総務課が行う。 

 

 

 

別表第１ 

文学研究科 

教育学研究科 

法学研究科 

経済学研究科 

理学研究科 

医学研究科 

薬学研究科 

工学研究科 

農学研究科 

人間・環境学研究科 

エネルギー科学研究科 

アジア・アフリカ地域研究研究科 

情報学研究科 

生命科学研究科 

 

地球環境学堂 

公共政策連携研究部 

経営管理研究部 

化学研究所 

人文科学研究所 

再生医科学研究所 

エネルギー理工学研究所 

生存圏研究所 

防災研究所 

基礎物理学研究所 

ウイルス研究所 

経済研究所 

数理解析研究所 

原子炉実験所 

霊長類研究所 

東南アジア研究所 

 

附属図書館 

医学部附属病院 

学術情報メディアセンター 

放射線生物研究センター 

生態学研究センター 

地域研究統合情報センター 

 

放射性同位元素総合センター 

環境保全センター 

国際交流センター 

高等教育研究開発推進センター 

 

第１６条 意向投票の実施に関する事務は、別段の定

めのある場合を除くほか、教育研究評議会の管理の

もとに、総務部総務課が行う。 

   附 則 

 この細則は、平成２６年４月２３日から実施する。

 

別表第１ 

文学研究科 

教育学研究科 

法学研究科 

経済学研究科 

理学研究科 

医学研究科 

薬学研究科 

工学研究科 

農学研究科 

人間・環境学研究科 

エネルギー科学研究科 

アジア・アフリカ地域研究研究科 

情報学研究科 

生命科学研究科 

 総合生存学館 

地球環境学堂 

公共政策連携研究部 

経営管理研究部 

化学研究所 

人文科学研究所 

再生医科学研究所 

エネルギー理工学研究所 

生存圏研究所 

防災研究所 

基礎物理学研究所 

ウイルス研究所 

経済研究所 

数理解析研究所 

原子炉実験所 

霊長類研究所 

東南アジア研究所 

 ⅰＰＳ細胞研究所 

附属図書館 

医学部附属病院 

学術情報メディアセンター 

放射線生物研究センター 

生態学研究センター 

地域研究統合情報センター 

 野生動物研究センター 

 

 

 

高等教育研究開発推進センター 



改 正 前 改 正 後 

総合博物館 

産官学連携センター 

低温物質科学研究センター 

フィールド科学教育研究センター 

福井謙一記念研究センター 

こころの未来研究センター 

野生動物研究センター 

文化財総合研究センター 

保健管理センター 

 

 

 

 

 

カウンセリングセンター 

大学文書館 

物質―細胞統合システム拠点 

 

 

本部の事務組織（国立大学法人京都大学の組織に関

する規程（平成１６年達示第１号。以下「組織規程」

という。）第５２条第１項に定めるものを１単位とす

るものをいう。） 

 

 

 

 

 

 

宇治地区事務部 

三研究科共通事務部 

 

 

別表第２ 

 一般職俸給表（一）適用者のうち、組織規程又は京

都大学事務組織規程（平成１６年達示第６０号）に基

づき置かれる部長、課長、室長、センター長、事務部

長、事務長、専門員、技術室長及び技術専門員 

 

 

医療職俸給表（一）適用者のうち、栄養管理室長、

診療放射線技師長、臨床検査技師長及び副薬剤部長 

 

医療職俸給表（二）適用者のうち、看護部長及び副

看護部長 

総合博物館 

 

低温物質科学研究センター 

フィールド科学教育研究センター 

福井謙一記念研究センター 

こころの未来研究センター 

 

文化財総合研究センター 

 

 国際高等教育院 

 環境安全保健機構 

 国際交流推進機構 

 情報環境機構 

 産官学連携本部 

 学生総合支援センター 

大学文書館 

物質―細胞統合システム拠点 

学際融合教育研究推進センター 

総合専門業務室 

事務本部 

 

 

 

本部構内（文系）共通事務部 

本部構内（理系）共通事務部 

吉田南構内共通事務部 

医学・病院構内共通事務部 

南西地区共通事務部 

北部構内事務部 

宇治地区事務部 

 

桂地区（工学研究科）事務部 

 

別表第２ 

 一般職俸給表（一）適用者のうち、京都大学事務組

織規程（平成１６年達示第６０号）に基づき置かれる

部長、次長、課長、室長、副事務部長、センター長、

事務長、事務部門長、副事務長、副事務部門長、課長

補佐、室長補佐、センター長補佐、事務長補佐、専門

員、技術室長及び技術専門員 

医療職俸給表（一）適用者のうち、副疾患栄養治療

部長、診療放射線技師長、臨床検査技師長及び副薬剤

部長 

医療職俸給表（二）適用者のうち、看護部長及び副

看護部長 

 専門業務職俸給表適用者のうち、首席専門業務職員

及び上席専門業務職員 

 

     


